
外国人にとつてのく富士山〉

白幡洋三郎

フジヤマは、ゲイシャと並 んで、外国人 が抱 く一般的 日本イメージの

代表 だ とよく言われて きた。 だが富士 山だけをめざ して 日本 を訪れた外

国人 は、少数だろう。 とはいえ 日本訪問の 目的の一部 に、富士山を見 る

こと、富士山 に近づ くとかあ るいは登 ること、 まで組み入れていた人物

がい ることも確 かである。 じっさい外国人 が書 き残 した 日本旅行記、 日

本見聞記のかな りの ものに、富士山の記述 があ らわれ る。 しかもそこに

は富士 山の図が、 じつに数多 く掲載 されている。 図の数 は、 日文研が収

集 した本の中で も200種 を越 すだろう。大 ざっぱに言 って、3～4冊 の

うち1冊 にはかな らず富士山 の図が載っている。

正確 に言 うと、 このシ リーズで対象 に してい るのはおもに1850年 代

から1900年 頃 までの あい だ に、 日本 に関 して 出版 された書物 で ある。

この時期、著者たちは日本 を訪れ るのに船 を利用す るしかなかった。

彼 らが 日本 に最初 に上 陸す るのは横浜、ついで長 崎、 さらに少数だが
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神戸 だった。西 か ら日本 をめ ざす と、上海 を経 て まず長 崎に入港 す る。

しか し長崎を素通 りしてその まま横浜 へ向 か う便 もあった。だか らアメ

リカ大陸か ら太平洋 を横断 して 日本 をめざす場合 は、 ほとん ど横浜 が最

初 の日本上陸地点 だった。

そこで到着前に海上 か らまず見 える日本の陸地 は、晴れていればほと

ん どの場合、高 くそびえる富士山になった。 その ときの印象 は、 日本見

聞記 ・旅行記に多数 あ らわれ る。その典型 は、次 のような叙述 にみ られる。

「甲板では、 しき りに富士山 を感嘆す る声 がす るので、富士山 はどこ

かと長い間さが して見 たが、 どこにも見え なかった。地上 ではな く、ふ

と天上 を見上げると、思いもかけぬ遠 くの空高 く、巨大な円錐形 の山を

見た。海抜13,080フ ィー ト、 白雪 をいただ き、素晴 らしい曲線 を描 い

て聳 えていた」(イザベラ・バード 『日本奥地紀行』高梨健吉訳、平凡社)

バ ー ドは、イ ギ リスの婦人で旅行家。 アメ リカ太平洋岸 か ら18日 間

に及ぶ航海 を経 て 日本の陸地 をはじめて望見 したのだった。1878(明 治

11)年5月20日 の早朝 の こ とである。誇張 があ るにして も、 こん な記

述 か ら、 日本イメージを富士 山に求 める心情 が広 まっていった ことが想

像で きる。

バー ドよ り8年 前、お雇い外国人 として 日本 にや って きたアメ リカ人

のグ リフィスの記述 は次の ようなもの だ。1870年 の12 ,月29日 早朝の

ことである。

「はるか遠 くに雪 の衣服 を着た山の女王 が澄 み きった空気 のため、思



い違いをす るほ ど近 くに見 える。その山はすでに朝 日の冠 を戴 き、 その

額はまだ昇 りきらない太陽の最初の光線で金色 に光 っている。 その向 う

には紫色の空が広が り、宝石の ような星がまばた く。山の女王 の胸 は刻 々

変 る色 に震 えている。海の沖 か らではまだ陸地 がはるかに認 められない

ず っと前か ら、… この比類のない円錐形の山は眺められ愛 される。 これ

ほ ど完璧で、 これほ ど一生忘 れがたい眺め、一 目で栄光 と新鮮 を強 く感

じさせ る自然の傑作 とい う評価 をひき起 こすのに、 これほ どふ さわ しい

眺めは、 おそら く近づ く汽船 か ら望 む富士の姿以外 にないで あろ う」

(W.E.グ リフィス 『明治日本体験記』山下英一訳、平凡社)

こんな印象記 を読 んだ人 々が、同 じような体験 をしてみたい と願 うこ

とは十分 に考 えられ る。私 だって こんな光景 を見てみたい と思 う。海上

か らの経験 はないが、 じつはあ る早春 の朝、伊丹 から羽 田に飛んだ とき

左側 の窓側 の席 を頼んで取 った ことがある。 このルー トは名古屋上空か

ら遠州灘 を経て左 に旋 回 し、海側 か ら羽田 に着陸するのを知 っていたか

らだ。快晴の太平洋上空か らの富士 山の眺めは 「われ を忘れ る」 とい う

表現が誇張でないほど感動的 だった。

私 の感覚 は余 りひね くれてい ない、 とい うかナイーブにで きていて、

人が 「良い」 とい う風景 には、 たいていなるほどと同調す る。 そのため

か、お節介焼 きになることもある。ある時、 アメ リカか らの帰 り、成田

か ら伊丹 に飛 んだ。 この ときは、右手に富士山が見 えるルー トだから右

側 の席 を取 っていて、天気 も良 し、 はるか に見下 ろす富士山が見事だっ
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た。そこです ぐ近 くにいたアメ リカ人 らしい男 に「あれが富士 山だよ」と、

頼 まれも しないのに教 えた。 この青年が、空いている席 にばらばらに腰

掛 けていた周囲の連 中にこの ことを伝 える と、2～30人 の同年齢 くら

いの男 たちが どっ と右側の窓の席 に集 まって きた。あ とで聞 くと岩 国基

地 に初 めて赴任す る米軍の青年 たちだった。100年 の時間 を経 て、私 は

新 しい 「フジヤマ」賛美者 を増やす ことに貢献 したかもしれない。

銅版画や石版画が印刷 の主流だった開国直後 の時代、挿絵 の中には奇

妙で不思議 な富士 山の姿が よく現れ る。 まだ現物 を見 た人が少 なかった

か らでもあろ う。外国人 にとっての富士 山は、 なかなか想像力 に富んだ

日本 イメージを支えていた。 しかも特徴的なのは、初期 の富士 山の図 は、

ほとん どが海 か ら眺めたアングル になってい ることだ。 じっさい富士山

の近 くに行 き、 また富士山 に登 るとい う旅行 は、1899年 に外国人の 日

本 内地旅行 が 自由になるまで、簡単 な ことで はなかったからだ。外国人

の 日本旅行記 ・見聞記 には海上か ら眺めた富士山の第一印象 が図に載せ

られてい ると考 えて よい。富士山の姿 が外国人 の手で多数描かれ、 また

富士 山に近づ く旅行 も頻繁 に行われ るようにな り、 しか も写真が普及す

るようになって くると、奇妙な富士山の姿は しぼみは じめる。寂 しい感

じが しないで もない。

6


